
※座学と野外学習

概要

回 月/日（曜） 会場 学習内容 講師名（敬称略）

1 10/9(木) 宗派はどうして生まれたのか　オリエンテーション 日本地名研究所研究員　菊地 恒雄

2 10/16(木) 仏教とは 　密教の儀式・作法の広がり 真言宗　成就院長老　福田 亮成

3 10/30(木) 日蓮宗(法華宗)の不受布施派の弾圧はどうして 日本地名研究所研究員　菊地 恒雄

4 11/6(木) 野外学習 曹洞宗住職から話を聞く　時習学校・観音堂など　 安楽寺　住職　田島 道男

5 11/20(木)
川崎市

生涯学習プラザ
浄土真宗(一向宗)の布教の広がりと弾圧　 日本地名研究所研究員　菊地 恒雄

6 12/4(木) 真言宗住職から話を聞く　本寺と末寺・本尊大日如来など 西明寺　住職　渡辺 新治

7 12/18(木) 上小田中泉澤寺の元地　世田谷烏山を訪ねる 日本地名研究所研究員　菊地 恒雄

連絡

事項

※10/9（木）は10時00分より30分間オリエンテーション（野外学習についての連絡等）を実施します。

※見学場所によっては、拝観料・見学料が必要な場合があります。

川崎学を通して川崎の歴史や文化・地名を学ぶにつれ、宗教のことをもっと深く知ることで、地域のあゆみや消えてしまった文化遺産の存在などをより深めることができる。今回は

地元の寺院を訪ねて住職からみた仏教観と檀家だけでなく、多くの人々にその布教の意味を知らせてきたことを学ぶ。また、講座受講者からの質問に答えていただくなど、身近に

仏教を感じる場を設定した。歴史上の宗教弾圧や庶民の関わりなどを身近な事例から考える機会とする。

WS

8 【定員】　30名　　　　【受講料】　２年・１年会員ともに10,810円　　 聴講生12,610円

【川崎学】 まち歩き（川崎学）ワークショップ 　　【時間】　毎回　講義は10時30分～12時00分、野外学習は10時00分～12時00分（計7回）

 街角の文化遺産に学ぶ―地域の中の寺院と民衆
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